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　当工事は令和６年３月末の用水路通
水が絶対条件となっていた。受注後、
現場の土質調査を行った結果、地盤改
良工が必要であることが判明し、この
地盤改良工には、約３カ月の工程を要
する為、用水路通水が遅延する可能性
が発生した。そこで、施工延長が長い
事を生かして、施工班を増やす事によ
りクリティカルパスとなる工種を重複
させ、隣接作業を行っている他業者と
綿密な工程調整を行うことにより、工期短縮を実現させ３月末の用水路
通水に間に合わせる事ができた。

 加治川用水農業水利事業 乙見江支線用水路改修（その１１）工事 加治川用水農業水利事業 乙見江支線用水路改修（その１１）工事

新発田市浦新田地内他

【表彰理由】

常務取締役東京支店長　早　川　辰　也

〒104-0044　東京都中央区明石町８－１ 聖路加タワー７階

ＴＥＬ03-4216-8170　ＦＡＸ03-4216-8171

東京支店

　地下かんがいシステムの効率的な導入判断基準を明らかにするため、
従来の心土層における透水係数の基準だけではなく、作土層の透水性に
着目した検証から新たに作土層の透水係数に関する指標を提案し、各ほ
場での土壌調査や栽培試験結果などを踏まえ、地区内での具体的な導入
判断基準を設定した。また、各ほ場の生育状況の把握に当たり、マルチ
スペクトルカメラを搭載したＵＡＶを用いて実証ほ場全体を撮影し、可
視光と近赤外光撮影にて生育状況や表土の体積含水率などを可視化する
ことで、ほ場全体の生育状況を確認し、更に土壌水分と作物の発芽本数
の相関関係を確認することで客観的かつ精度の高い評価を行った。

 水橋農地整備事業 地下かんがい実証調査管理検討（その３）業務 水橋農地整備事業 地下かんがい実証調査管理検討（その３）業務

富山県富山市水橋下砂子坂地内
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常務執行役員東京支社長 上 脇 田　太
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ＴＥＬ03-5333-0250 ＦＡＸ03-5333-0150

代表取締役社長 大　村　　仁
本社 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦二丁目 4番 15 号

ＴＥＬ052-229-1701 ＦＡＸ052-229-1702

北陸農政局で表彰式北陸農政局で表彰式

2025年度農業農村整備事業優良工事等2025年度農業農村整備事業優良工事等

（順不同）

受賞者と関係者が一緒に記念撮影

農林水産大臣表彰北陸農政局長表彰・工事部門
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